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previously reported theory (OGATA， 1961) that the Conchocelis has an ability to utilize 

the carbon source derived from the calcareous matrix for photosynthesis. 

The results obtained by the culture experiments of Conchocelis in some important 

salts-free artificial sea water as media are summarized as follows: 

1) ln the calcium-free medium， Conchocelis grows (Fig. 1， d) as well as in the 
complete one (Fig. 1， b) or in natural sea water (Fig. 2， j). 
2) ln the case of nitrogen-free medium， Conchocelis shows almost normal growth 
(Fig. 1， e). 
3) Phosphorus is indispensable for the growth of COllchocelis (Fig. 1， f). 
4) Conchocelis is able to grow in iron-(Fig. 2， g)， manganese-(Fig. 2， h) or EDTA・

free (Fig. 2， i) media， respectively. 
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Fig. 1. Normal thallus. 

Fig. 2. Beginning of loosing 

。fcells. Spherical cells in 
the interior of the m巴dulla

are abnormal spores 

Fig. 3. Loosing of the c巴IIs
takes place to the Sll rface 

layer of the thallus 

Fig. 4， 5. Abnormal spores 
are divicling. 

(all ligures x 70) 
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中に数細胞列の髄層がある。 中肋の部分では厚く 7，，-，9列，縁辺部では 3"-'5

列の乙とが多い。正常な葉状体では (Fig.1)細胞は互に結合し細胞間隙は見

られない。また髄層の細胞膜はよく染色され厚く見える。しかし胞子形成の

異状性がみられた葉状体では，初め中肋の髄層の中央部に染まらない部分を

生じ，それまで密に結合していた膜が離れ，個々の髄細胞が遊離する (Fig.2

Fig. B. 

Fig. C. 

Fig. D. 

Fig. E. 

Fig. F. 

F 

x660 
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とA)。遊離と同時に，各細胞は球形か卵形になる。 この中肋部の髄層に起

った細胞の遊離現象は徐々に表層におよんでいく (Fig.3とB)。エゾヤハズ

では表層に色素体は多く，髄層には少ない。しかし遊離をはじめた髄層細胞

には色素休が急に増加した (Fig.A)。 中央部で遊離した細胞は，表層の細胞

のくずれと共に， 単細胞のまま海水中に放出されるもののようである (Fig.

B)。 しかし表層のくずれるのが遅れると，はじめにできた遊離細胞は，その

場所にとどまったままで，細胞分割を行なう (Fig.4とCLFig.5は葉状体の
細胞のほとんどが，遊離生殖細胞すなわち胞子となり，細胞分割を行なうを

示す。これらの異状に形成された胞子の大きさはまちまちで大小が見られる

が， その核には 1個の仁と染色糸が見られた(Fig.D)。 乙の胞子発生は放出

されたものでは観察する乙とができなかったが，葉状体についたままの胞子

ではよく観察する乙とができた。まず第1分割壁が横走し2細胞となり (Fig.

E)，次に第2分割壁が第1のものに直交するので，等形の4小細胞に分けら

れる (Fig.F)。 その後の分裂はやや不規則であり， 十分に観察することがで

きなかった。

考察

造胞体の髄層の細胞が遊離して，放出されるといった例は，アミググサ

自のものでは今日まで報告されてない。また著者らも乙れまでに観察した個

体ではそのような事実はなかった。乙の異常の胞子の遊離を見た個体の縁辺

部の表層細胞から通常の四分胞子嚢の形成されるのも見た。乙のように髄層

や表層の解離によって遊離細胞ができ，それが胞子のように細胞分割を行な

い発生をつづけるとすれば本種の生殖の一方法としてとりあげなければなら

ないことになる。先の時田・正置・簸氏らの 1953年の報告によると， エゾ

ヤハズが造胞体のみで繁殖するとされているが，乙の観察事実は本種の一種

の栄養生殖ではあるまいかと思う。 また猪野(1936)，西林と猪野(1959)の見

たエゾヤハズの四分胞子の発生とは全く異なっている。乙の胞子形成の異常

性の解明は更に実験発生学的研究を繰り返して後に行ないたい。

Summary 

Abnormal spore formation was observed in the thallus of Dictyo.ρteris divaricata 
(OKAM.) OKAM. Cells of medullary layer become gradually looser from each other 

and the cells which became quite free are globe in shape. This process is performed 

from the interior of medulla to the surface layer of the thallus. During the process， 
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chromatophores in the medullary cell increase in number. 

Abnormal spore at first divides into two cells， and the second division is perpen-
dicular to the first. 
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ブルウキモの漂着

時田部

J. TOKIDA: Stranding of Nereocystis luetた'ana
on the eastern coast of Hokkaido 

去る 6月7日の朝日新聞に「全長 15メートノレ余の怪物， 北海道の海岸

で発見」と題する写真入りの記事が載り，北大水産学部に送って鑑定しても

らうととになっていると書かれていたので園内各地から 4通，海外の新聞に

も帯広発共同通信として報道されたので海外から 3通，合計7通の問い合わ

せの手紙を受取った。ところが翌日の新聞に「ヘピのような怪物は海草でし

た一一米海軍基地から知らせ」という記事が出てけりがついたと見え，現物

はとうとう-送って来なかった。写真は非常に良くとれていて，一見して直ち

にプノレ浮渓の茎であるとわかるので，写真のコピーを同新聞北海道支社にお

願いしたところ，乙乙に掲げる 2枚を送って頂いた。読者の新聞写真コンク

ーノレの応募作品とのことである。乙の機会に撮影者に敬意を表し，同支社広

報部の御好意を感謝する。

今回の漂着は北海道中川郡豊頃村大津附近の海岸で 6月5日午後5時

ごろ敦賀吉春さんという漁夫が波打ぎわに発見したもので，長さ 15ffi，頂部
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